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· 出席者は記録者が印を付ける。

※出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜全体連絡＞

・第1回法人研修　5/15（火）・5/16（水）17：30～18：30　会場：4階メモリアルホール

　テーマ：「接遇」について　※各自出欠予定を登録すること。

・勤務変更

　菅原AOM：5/19（土）公休→出勤　　5/17（木）出勤→公休

・職員旅行（一泊旅行）について
　日程：1班･･･6/6（水）～6/7（木）、2班～6/21（木）～6/22（金）、

　　　　3班･･･7/5（木）～7/6（金）
　　一泊旅行不参加者は不参加届を5/16（水）～ 5/23（水）17：00までに提出すること。

・職員一泊旅行中は勤務者が少なく手薄になるので事故等のないように気をつけること。

班分けは、AOM、SGM、JGMが偏らないように振り分けているので、何かあった場合には

残っている管理者に報告、連絡、相談し、対応すること。

・5/16（水）千葉学園看護学生5名の実習あり。午前は館内案内（SGMかJGMが対応）、

午後はSSTメインでプログラム見学、15：30から振り返りを行う（SGMかJGMが対応）。
・5/15（火）目標面接実施予定。対象者は鳥谷部、三國、紫葉。

・各委員会が発表になっているので、各自委員会の日程を確認し、出席すること。

・疾患別診療計画書7月分作成について

　医師の評価は不要。6月中に作成する。デイケア、デイナイトケアは全員分、ナイトケア

は週4回以上利用している人分。

・浅坂政美様退院前ケア会議が5/16（水）15:00から開催予定。馬場さん出席予定。

・食事について

　現在、日の出の弁当をお試し利用中、三八五フーズも準備しているようだが、価格など

がはっきりと提示されていないため、連絡があり次第検討していく。融通がききそうな

のは三八五フーズかもしれないが、価格は他社より高くなると思われる。

 [研修案内]

・臨床精神医学研究会　7/1（日）9：30～16：00　会場：コラッセふくしま（福島市）　

テーマ：認知リハビリテーションの理論と実践　　　　定員：40名（先着順）

参加費：3500円　申込締切：6/24（木）必着　希望者は慶長JGMへ

・子ども発達支援センター・子ども学習トレーニングセンター開設記念講演会

「なるほど！子育て論」　6/3（日）13：00～15：00　会場：ビッグパレットふくしま

定員：先着80名（事前申し込み不要）　　入場料：無料

・第9回東北精神保健福祉学会山形大会　9/30（日）9：20～16：30　会場：山形テルサ

「気づき、そして、つなぐ～多様化する医療・保健・福祉～」

＜利用者様情報＞

デイケア
・上川原　豊　様～来所時に治験薬を含めた薬の空包をスタッフと確認、全て揃っている。自主活動で居眠りをしているが、プログラム中にも居眠り見られ体調を尋ねると、体調不良はなく夜間の睡眠もとれており、ただ眠いだけと話している。

・関向　智　　様～本人より報告があり、現在月1回行っている引きこもりの会で紹介されている就労継続支援B型「ロード」について、体験利用を考えているとのこと。特定相談員は同施設の石橋氏で、6月から体験利用を行い、デイケアと併用しながら利用していきたいと考えていると話している。上記内容についてまだ主治医へ伝えていないとのことで、次回主治医面談時5/22（火）に相談してみるとのこと。就労に向けて考えていることを評価し、体験利用など予定が決まった際には教えて欲しいことを伝えている。

・高柳　和子　様～腹痛、背部痛がありデイケアを欠席したいとの連絡がある。痛みがあるのであれば病院受診を勧めているが、処方された薬を飲んでも変わらないから行かないと話している。病院受診しないのであればデイケアを利用するよう伝えると、今週はデイケアを休みたいとの一点張り。来週は利用することを約束し、今週はデイケアを欠席することとした。電話の話し声は明るい感じで話している。

・繁名　和恵　様～本日佐々木泌尿器科定期受診の為、欠席となっている。グループホーム世話人より情報提供があり、過活動膀胱との説明を受け、次回受診の際に尿流測定検査をする予定となっている。検査に伴い、デイケア利用日外の木、土、日曜日で一日の尿の排泄量と水分摂取量を測定することとしているとのこと。

・豊川　明男　様～本人より架電あり、頭痛と体のだるさがあり、デイケアを欠席するとのこと。体温は36.3℃、食欲はあり、下痢や嘔吐はしておらず、他に具合が悪いところはないと話している。上記内容について、グループホーム世話人に情報提供している。

・上野　千奈津様～富山県在住の長姉様より連絡がある。本日、「さくらグループホーム北部」がある射水市役所に相談したところ、現住所がある八戸市役所で障害福祉サービス受給者証が発行できれば、体験利用料が助成できるとの助言があったとのこと。今後八戸市役所に確認することとし終話している。その後、八戸市役所障がい福祉課　安原氏に確認し、基本的に現住所がある市役所で申請すること、新規申請であれば時間がかかり、障害福祉サービスを受けるための訪問調査日が7月以降となるとのこと。急ぎであれば、富山県の長姉様の現住所に住所を置かせてもらい、その後障害福祉サービスを申請する方法もあるとのことで、上記内容を本人・長姉様に伝えることとしている。

デイナイトケア
・鈴木　真知子様～昼食後、最近血圧が高かったことを話している。昼食はほぼ全量摂取し、特に不調の訴えは聞かれていない。青風荘より情報提供があり、2日前も血圧高値であったため、引き続き症状の変化がないか観察していく。
・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供があり、体調は回復してきており、昨日の朝に下痢があったが以後は下痢症状はなく、排尿については、「出ている」と話していたとのこと。食事は各食全量摂取。夕食後薬服用時、口からよだれを垂らすことがあり、本人は「4月25日に薬が変わってからよだれがでる」と話している為、次回の受診で相談するよう伝えたとのこと。就床前薬服用の為スタッフが訪室すると「水汲んできてくれないんですか?！」と言い放つ様子が見られ、話し方について注意すると、言い直していたとのこと。内服薬を飲み終えるまでは療養し経過を観察していくとのことで、通所は明日まで欠席となる。

・岩城　敏夫　様～青風荘より情報提供があり、体調は回復してきており、下痢や嘔吐はないとのこと。食事は各食全量摂取し、間食も摂っているとのこと。内服薬を飲み終えるまでは療養し経過を観察していくとのことで、通所は明日まで欠席となる。

・倉石　ヨシエ様～青風荘より情報提供があり、今朝、一人で部屋から1階に下りることや、日課も順番を待てないで行動することがあり、一人で行動すると事故に発展するおそれがある為注意をしているとのこと。本日のデイナイトケアでは、移動時に訴えていた臀部痛は聞かれなくなり回復している様子が窺えるが、歩行は急ぎ足になっている。転倒予防の為にトイレ後に呼んで欲しいこと、スタッフが来るまで待っていてほしいことを伝えるが、呼びながら一人で歩いてくることがある。今後も継続して、転倒に注意し見守りを行っていく。

・八木橋　牧雄様～昨日は、腹部を押さえ右脇腹に痛みがあると話していたが、本日は、腹部の痛みの訴えはない。プログラムは、フリートークに参加し、以前仕事をしていたときの話をしており、積極的に参加している様子が窺える。食事は全量摂取しており、体重は42.4ｋｇ（BMI15.7）大きな変化はない。今後も、引き続き様子観察し体調確認していく。

ナイトケア
・村上　元道　様～5/14（月）、来所時から強い疲労感を訴えており、状況や理由を質問している。体調不良や問題なく仕事を行えているが、仕事で草刈りをして疲れてしまったとのこと。長時間作業を行っただけで疲れてしまったと繰り返し訴える為、仕事を続けていくために、疲労への対処を考えながら行っていくよう促すと「そうする」と話している。以降、疲労感を訴えることなく、静かにテレビを見ながら穏やかに過ごしている。
＜プログラム検討会＞

【プログラムテキスト作成担当】

　　共　　通：疾病教室：統合失調症⇒慶長

　　　　　　　栄養指導⇒工藤

　　　　　　　日常生活動作⇒佐々木

　　　　　　禁煙⇒鳥谷部

デイケア：疾病教室：発達障害⇒鳥谷部

　　　　　　　　　　　MDI・うつ⇒紫葉

　　　　　　　　　　　アルコール⇒三國

　　　　　　マナー・一般常識⇒藤田

　　　　　　社会資源⇒藤田

ストレス緩和⇒馬場

思い出語り⇒馬場

パソコン（ワープロ検定の問題）、グループワーク（テーマ）⇒佐々木

企画・運営、目標設定、お楽しみ会（所定の書式を印刷）⇒紫葉

　　デイナイトケア：社会資源⇒三國

　　　社会適応⇒工藤

　　

　【プログラムミーティング】

　　日程：毎月最終火曜日のカンファレンスで実施。（カンファレンス予定表に組み込む）

　　内容：①各担当者が翌々月のプログラムのテーマを発表する

　　　　　⇒プログラム内容の重複を予防し、テーマを発表することでテキストが作成しやすくなる

　　　　　②翌月のプログラム内容について、テキスト作成者がポイントや注意点を説明する

　　　　　⇒プログラム内容について事前に把握することで、プログラム運営がスムーズに行われる

